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平成２４年度第１回登録団体・個人交流会を開催しました。 
 
「平成２４年度登録団体・個人交流会」を７月１４日（土）午後３時から稲沢市市民活動支援セ

ンターホールロビーで開催し、登録１４団体２１名の出席で「オリエンテーション・民と民との協
働」をテーマとして、3 グループに分かれ、ボランティアコーディネーション力３級検定に合格さ
れたファシリテーターが同席し行われました。 
 
ワークショップで各グループから出された付箋紙の主な意見                  
○市民活動で「○○」で困っている点 
・スタッフの不足 
・資金の問題 
・委員さんが継続してくれる人がほしい 
・若い世代の参加者が少ない 
・イベントに人が集まらない 
・資金不足 
・新会員がなく高齢化している 
・組織活動の統一 
・日時・時間を守らない 
・自己中心の人が多く、時間が長くなる 
・インターネットを自由に使えるところが少ない 
・ＰＲの仕方が難しい 
 
○困っている点をどう協力し合えるか 
・民間会社に協力を得る 
・法人募金 
・ＮＰＯ化 
・つながりがあるスポーツ団体を取り込む 
・３年任期の民生委員を中心にする 
・広報に掲載  
・イベントの趣旨を明確にする 
・担当者を見つけて交渉 
・団体によっては依頼書を出す必要がある 
・気軽に声をかけてもらう 
・趣味グループの長に依頼する 
・活動内容を知らせる                   （写真撮影 小島 君江） 
 
 オリエンテーションで、次回からのワークショップ時の３つのルール作りを各グループで協議し
た結果、市民活動支援センターでは、下記の通り決めさせて頂きました。何卒、ご理解・ご協力を
お願いします。 
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① 意見は尊重し、非難してはいけない 

② 常に協力の気持ちで行動する 

③ 発言時間は何分と決める 
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○登録団体活動計画 

稲沢ロックフェス’１２ 
 

 
ロックと呼ばれる音楽が広まっていった頃は激動の時代でした。さまざまな世相を反映し、当時

の若者達の支持を集めると同時に反戦、反体制、ドラッグ、アルコール…時代の刺激物と同化した

趣があるのは否定できないことです。 

 

いわく「不良の音楽」…ビートルズでさえ、デビュー当時は、そう評されたそうです。地域の文

化事業としての音楽は、依然としてクラシック～ジャズなのでしょうか。昨今、学校の音楽教科書

に E.クラプトンが掲載されるほど時代は変化しています。 

 

ロンドン・オリンピックの開会式/閉会式をご覧になりましたか？用意されていたボーカルトラ

ックを制して歌ったポール・マッカートニー…若き日と同じギターを抱えてステージに立ったブラ

イアン・メイ…リアルタイムに彼らの音楽に接してきた大人達に感動と勇気を与えてくれた演奏で

した。それは同時に彼らの音楽活動の歩みが、国を代表する文化として世界に再発信された瞬間で

もあったのです。 

 

この街に何も無かったから、誰もやっていなかったから、「やろう」そんな単純な動機で始まっ

た「稲沢ロックフェス」は、沢山の人達に励まされながら今年“第３回”を開催します。 

======================================================================================= 

 開催日時 １０月１４日（日曜日）午前９時～午後８時３０分（終演予定） 

 開催場所 稲沢市民会館 大ホール 

 応募総数 ３１組 

 最年長演奏者 大阪から６２歳 

 最年少演奏者 茨城から三姉妹 BAND の双子さん１４歳 

 地元稲沢からアマチュア４組とプロ１組が出演 

かりそめティータイム ドギー＆マギー HIMUROCKS The Breeze Of Freedom 

Rachel Mother Goose（植木 英史） 

 四日市の高校生ドラマー・川口千里さんの出演（Senri's Super Session） 

======================================================================================= 

 少しでも多くの皆さんに気軽をモットーに今年も入場料を設定していませんので、お誘い合わせ

の上、多数ご来場頂くことを願っています。尚、終演時に今年も協賛の（株）ヤイリギター様（岐

阜県可児市）のギターを抽選でプレゼントします。 

  

♪ 音楽は理屈ではなく 

耳から入って 

心を掴むもの 

♪ 演奏に触れて 

世代や ジャンルや 

いろんな垣根を越えて 

何かを感じる 

音楽で楽しい日々を 

稲沢ロックフェス実行委員会  中村 明浩 
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日 時  平成 24 年 11 月 25(日) 

  午前 10 時～12 時 

会 場  稲沢市勤労福祉会館 

1 階大ホール 

連絡先 0587-23-2944(代表) 

問合先 0567-67-4814 

携 帯 090-4796-3573 

   090-9129-0209 

主 催 尾張第四腎友会 

後 援 稲沢市 

 

 

〇登録団体活動報告 

◎院内ミニコンサート 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（加藤稲沢市民病院長挨拶）  （写真撮影 小島 君江）  （オカリナコンサート会場） 

 

稲沢市民病院内ミニコンサートを平成 24 年 7 月 27 日午後２時から約１時間程、オカリナ合

奏団“いーなリーナ”の皆さんの演奏にて「アニーローリー・竹田の子守唄・瀬戸の花嫁・見上げ

てごらん夜の星を」など９曲をリスナーの好みに配慮した演奏が展開されました。また、皆様から

のアンコールにより名曲「ふるさと」を参加者全員で合唱しました。 

 

当日は、猛暑日でしたが、コンサート会場は、ＭＣ（司会者）さんの軽妙な語りもあり、清々し

い空気が市民病院外来待合室に漂う中、聴衆の皆様にオカリナ演奏を堪能して頂きました。今回の

オカリナコンサートは、関係者のご協力にて昨年に引き続き２回目の運びとなりました。 

 

平成 26 年の市民病院新築移転開院時には、新しい院内コンサート会場での演奏を楽しみにして

います。 

稲沢市民病院 ボランティア “あんり” 代表 村松 功雄 
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○登録団体 
◎シニア応援 福寿協会（家事代行） 

  代表者   小﨑 忠好 

  活動内容  シニア安否確認、地域福祉支援活動、就業支援活動 

  連絡先   ＴＥＬ 0586-64-1522 

◎新婦人の会 先生とおしゃべり会 

  代表者   山本 弥生 

  活動内容  子どもの健全育成 

  連絡先   ＴＥＬ 0587-23-8647 

◎Ｓｍｉｌｅ＊Ｌｉｎｋ 

  代表者   石田 真規子 

  活動内容  子育て支援 

  連絡先   ＴＥＬ 050-5806-5195 

◎シニアＰＣクラブ 

  代表者   冨田 章義 

  活動内容  パソコン勉強会 

  連絡先   ＴＥＬ 0587-21-2619 

◎アルテコローレ 

  代表者   桐嶋 歩 

  活動内容  アートを通じて、おとなもこどもも学べる環境をつくっています 

  連絡先   ＴＥＬ 090-4445-9393 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 24 年度 交流会一覧・研修会 予定  

 
共通テーマ 市民活動の活性化 に向けて 

 

各プログラムはワークショップ形式 

                  

〇第２回交流会 日時 平成２４年１１月１０日（土）午後３時～午後５時 

プログラム 行政との協働 

〇第３回交流会 日時 平成２５年 １月１２日（土）午後３時～午後５時 

プログラム 資金調達・情報発信 

〇NPO 研修会  日時 平成２５年 ３月 ９日（土）午後１時３０分～午後２時５０分 

〇第４回交流会 日時 平成２５年 ３月 ９日（土）午後３時～午後５時 

プログラム まとめ・今後の展開 

 

※ 日時・内容等の変更もありますので予めご了承ください 
 

① 意見は尊重し、非難してはいけない 

② 常に協力の気持ちで行動する 

③ 発言時間は何分と決める 

現在、特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会（ＪＶＣＡ）ボランティア

コーディネーション力３級検定に合格されました方々を紹介します。 
 

村松 功雄さん、谷 春樹さん、橋村 忠一さん、服部 礼美香さん、荒木 咲穂さんの５名

の方々です。今後、ファシリテーターとして、市民活動支援センターの会議や住民参加型のまち

づくり会議、ワークショップなどにおいて、活躍されますことを祈念します。また、多くの方々

がボランティアコーディネーション力３級に挑戦されることを願っています。 


